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HitIIChiWorks,Hitachi,Ltd.

Abstra(:t

UtllュOSt effortis bei‡1gI)ut forth to complete the Akatsuka Power Station at

Akatsukalmlra,Shimane Pref.hy this()ctober.when this Power Station,Whichis

locatedalongtheEgawa-rjverandistoutilizeits water supply througha pressure

tunnelextendingl,290mledoutfromalongdamof29m highand257nllongcon-

StruCtedon the river,is expected to setin the commercialoperation for the electric

Supply reaching25,000kW atlnaXimum.

TheIarge capacity water turbille tObeinserviceatthisPowerStationisHitacllils

FrancisTurbine forlow headuse･Throughoutits design,manufacturing andinstaト

Iing,SCruPulousill､▼eStigation was excersizedbythe engineerlng Staffof theColnpany

andthemodeltestwascarriedoutseveraltimestomakesureitsfaultless performance

and at the saTne ti･me COnSiderations were notneglectedinrelationto the construction

and arrangement ofits automatic controlling system･

Inor･dertofacilitateinspection･maintenance,disassemblingandrepair,aSpeCial

hookil-g-uptranSr)Ortingdevice ha$been developed･Thisnewdeviceenablestheas-

Sembling and Ldisassenlbling of the turbinewithout the trouble of dismantling the

COupledgenerator by employingtheo､▼erheadtravelling crane.

Asregardsthecorrosionoftheequipmentduetocavitation,WhichiscomlngtO

theforeespeciallyoflate,SuCh consi-deration was glVen that the stainless steelof

austenite system was weldedonthe surfacesoE allimportaT]tpartS Of runner blade.

thusincreasing their corrosjon resistance.The jnlet valvein useis the motor-

OperatedbutterRy､▼al､▼e,installedinthemiddleofthepenstock,andistobeoperated

frorn theswitchboardroom･Tol)rOteCtthepenstockfromcausmgvacuuminsideand

toextract the air fromil-Side an air val､▼e js provided,adding a feattlre tO the

eqt.11pment.

口土製作叫日立二L場
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〔Ⅰ〕精 盲

評 論

中国電力株式会~廿納明塚発電所用14,500】くW水中は

低落差､大形態のフランシス水草であって､その設計､

製作に当ってほ十分の考慮が払われた｡即ち本水草の性

能は模型試験を行い､その優秀性を確認すると共に､最

近問題視される峯洞現象の腐蝕に対し､耐蝕性オ←ステ

ナイト系 鋼の肉感熔接が採用された｡

保守点検､分解修理等が確実容易に行い得るよう特殊

吊上搬送装置を設備する等多分の特異性が り込まれて

いる｡

こゝにその水中及び発電機に就いて概要を紹介する｡

｢ⅠⅠ二j計 画 概 要

未発電所ほ島棍県神i了川地点江川水系開発計画の一j芸

として設立されたもので､高さ29In,長さ257mに及

ぶ長堰j是を築いて有効貯7k量 2,600,000m3の調整池を

造り､日々の自然流量を調整して尖或負荷に応ずる事を

目的とする､所

2図に本発

実況負荷発 所である｡第l図7之び第

所の計画の概要を示す｡

調 整 池

全 容

有効容

量.

量.

利用水深.

発ノ 使悶水量

.11,200,000m3

‥2､600,000Tn:う

‥ 2,nm

大………………110.Omソsec

時‥. .‥ 26.Om3/sec

第35巻 第9号

有 効 落 差

最･ 大…
‥27･14m

常 時.‥
‥26･14nl

7k

7k

路

径…………6.6mの標準馬蹄型

さ………………….1,171nュ

糟‥単差動詞庄7k槽､小判塑摺鉢式

大 き さ 上部‥‥‥..48･608mx21･5m

~F部……‥40･008mx14･6m

水 圧 鉄 管

直 径‥.

全 長...

発電所出力

最 大…

常 時‥.

‥.4.3m(二2発､)

.‥89,569m

‥25,0()OlくW

.‥ 5,690lミ1Ⅳ

年間発生電力量川 ..135,185,0001くWh

し二ⅠⅠⅠ〕水車 仕 様

二本7畑中の仕 は次の通りである｡

力

最大｢h九…‥15,3001くW(落差

基準出力…
‖14,500kWし落差

最低臼i力･･‥13,60nlくW(落差

有 効 落

最

基

最

差

大‥.

準‥.

低‥.

第1図

Fig.1.

神 戸 川 地 点

Map Showing the

計 画 一 覧 図

Kando-gaWa Divelopment Project

｢
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に
､
辻

27.14111､)

26.14mノ)

25.14m｢)

27.14n1

26.14n1

25.14m
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謂圧水槽.水圧管乱発電軋牒水屋_墜旦旦旦-

7k

最

基

最

第2図 発 電 所 縦 断 面 及 び 平 面 図

Fig.2. Gf､neralLayout ofl)ower Sta†ion

lて.

大･‥
.65･1nlソsec

.64･1m3/sec
低……………‥.62.8m3/sec

回 転 数･‥
‥150r･p･m･(60亡う二)

比較回転度…
.‥305m-kW

型 式………………….FSS-Ⅴ

台 数･‥

運.転:カ 式…

.2

1人制御

台
回

転 方 向……発電機側より見て時計廻り

据付床方式…………i晋竺苦禦ニ;ク
効 率=‥基準落差に於ける最高91･5%

速度変動率‥,.
‥.30%

†llし発電機の回転部のGl)2‥
‥1.900trnlご

調速機閉鎮時間..
‥4･5sec

速機不動時間

水圧変動率.

無拘諌∴速度.

‥.0.3sec

.‥60%

i9()%(285r.p.m.~J

〔ⅠⅤ〕模 型 試 験

低落差大容量であると共に比較回転度の高い本7lく申

は､その性竃巨を確認するため1/6.5の模

水草実験室の既設々備を用いて 験を行った｡

を作り､

この模型試験ほ立会のもとに行わカ`し､その結果本水中

ほ極めて良好な成績を収め､ にて最高効率ほ

90t5%を示し､これを何こムーディ式により換算すると､
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異物フに車の最高効率は94%に達する｡これにより本水

雄が尖頭負荷発電所刷として､一毎日--▲窪時間を最大負荷

にのみ使用される目耶Jに対L､優秀な結果を示すことが

立証された｡

第3図ほ模型水巾の勅ヰを/之び実物水草の推定性催曲線

図である｡

｢_Ⅴ二1配置及び構造

〔1_)各機器の配置

据付方式は第4図及び第5図に示すように壇休式叔骨

使用のコンクい-トバ←レルとL､床面 7之び建家岳

を慎重に検討して魅力貿材の節減盈計った｡Lかしこの

た捌こ各機器の配置に狭苦い､所が生じないよう十■分考

慮され､圧油装置関係は別の部屋に設置し､サ←ボモー

タは半埋込式となっているし二特に入口弁を鉄管路の途小

に設置して屋外に出したため､床面上ほアクチ∴エ←夕

刊調速機及び水神操作盤のみの配苗となり､達家瞞をつ

めたにもかゝわらず所内は広々とした感じで明る′∴二道

転保守の何からは便利な配置と一考えられる｡

■一一策3図

Fig.3.
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串5図

水車■./･乞び発電機才軒H㈲∴面相

Fig.5.

I｡OngitudinalSe(､ti()n througll
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(2_)水董本体の構造

本水中の設計に当っては十分な考慮のもとに､各種模

_隼り試験によりその性能を確認されたものである∪第占図
はその構造断面図､第7図は~工場H研.立の状態を示す_

出~卜i_‥.要構造に就いて記述する

(/~Aノ ラ ン ナ

ランナの性能如何は水中の良否を左石するものである

川……=‥㌧‥k好打

■
:
■
.
:
｣
j
一
■
.
一
.
〉
‥
卜

‥
･
1
･

第6図 水 車 牌 造

F短.6.SectionalVkw

断 面 図

of Main Turl)ine

から､この設計 作には特に深い考慮を･払い､水質及び

■イ■i7閲14,5nOnlくW フランシス水車工場内仮組立

Fiきミ.7.ShopAざS(さI11h]),0=け500kWFranc三sTur†)ine
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械機的強度の要 に応じ､経済的な面も合せ検討した

果､鋳銅製が採用されている｡ランナrを芸洞現象に依

る閣触から防止するため､胡択の裏面7之びシュラウドリ

ング内周の腐蝕されやすい部分は､オーステイナイト系

不鋳鋼〔18-8N■トCr〕を肉感熔扶し､

った上グラインダ仕上が施されている｡

最大径 3,600mm の大形品で材料

の欠陥のないことが十分確認された二

(B) スピードリング及びケ←∵ンング

スピードリング全熔接

毛に熱処理を行

験は勿論鋳造上

2っ割れ構造とし､最大

径5,700mm,高さ机2,000mmの大型のものであるが､

熔接技術の進歩と施設の充 により信頼度の高いものが

得られた｡ステ←ベーン及び上部胴板には8箇所の流量

測定FIlの孔(IndexMethod)を設け､銅管にて外部に導き

第8囲 ガイドべ-ン取付作業状況

Fig.8.Fitting-in of Guid Vanes

水銀てノメータに接続されこれより電気的に7k量記録指

示計に表示されている｡第8図は現地据付中のスピード

リングで､水平調整後ガイドべ←ン取付中の状態を示す｡

ケ←シングは渦巻形鋼板襲で熔接及び鋲接が併用され

ている｡熔接は輸送出 る範囲にコニ場で作 し､十分熱

処理がなされており現地作業ほ鋲掛こ依るものである｡

ケ←シングにも流量測定用の孔が8箇所設けられてお

り､前述の水量記録計に按締表示される｡第9図は工場

内仮組立の状態を示す｡

〔C〕水理トカノミ←

水中カバーは で上部と下部に分れ､上部カバ←

は掛こ外側と内側に分割され各々2つ割りになってい

る｡外側カバーにはガイドべ-ンが取付けられており､

スピ←ドリング上部フランジに締付けられる｡内側カバ

←はランナ外径より大きく設計され､これを取外すこと

に依りランナほ容易に取囲せるようになっている｡この

ためガイドべ-ン関係部品を分解する必要はない｡

下部カノく←はスピードリング下部フランジに 付けら

れ､ウオ←ルリングを玄封=すると共にドラフ1､パイプに

される｡

水軍カバrを主軸が貴通する部の漏水防止は､供

rl:上最も問題となる点の←･一つであるが､保守点検が容易

で且つ殆ど 整する必要のない日立製作所独特のシ←リ

ングボックス構造を探聞して漏水防止の完壁が期されて

いる･一 騎この部主軸ライナほ不鋳鋼を使用し､シーリン

グポ･ノクス内面は高級砲金のブリシュを内張りL′て磨耗

に対し十分考慮されている｡

巨軸受ほ日立セグメントメタル方式が採用されてい

二の方式に依れば潤滑油_装-『壬､冷却器､油槽､酉己管

もLくほ潤滑油等の巣材を節減することが田来､且つ水

第9図 ケーシングの1場内仮組立状況

Fig･9.Shop As,Sembly of Spir;11Casjng

事及び発電機の芯出しが谷易で据付工群を

短縮することが即来る｡

(D〕特殊吊上搬送

バ←レル構造を採用した発電所に放ては

水車の保守点検分解修理を容易に行い得る

装置が必須の要素となる｡従来この点に閲

し穐々の方法が立案実施されているが､経

済的で容易確実なものほ少いようである｡

特殊吊上搬送装置〔特許Nn･195595〕ほ

発電機を分解することなく､天井走行起茸

機を利用して水中部品を分解組立J出来る｡

第10図は本装置説明図､第11図は特殊吊り

金其使用状況説明図である｡

本装置は移動滑軍用レ←ル､トラック型

移動滑車､吊り金其､固定滑津､平衡ビーム

~′とぴワイヤロープの組合せ二組よりなる｡
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第川図 特殊三吊上搬主星装パ罠品 明図

し特許Nn･195595〕

Fig.1O･Diagram Showing tlle RunnerLifting

Deヽ7ice

大形毒量品ランナに就いて操作を説桝する(ノ第11固の

ランナ吊金具をランナに取付け､第10図に嘉す如く庁=)

ロープ㊥を主巻フックにかけ引上げるとランナほ吊り

上げられる｡次に起重機補巻フックを引張れば移動ロr

プ⑭により1､ラリク梨移動指事何はランナを吊った

まゝ右へ移動しランナを鎖線の位置④/へ搬[l~ける｡そ

の後は､直接起 機により所定の位置へ運職すれば良い｡

組立の場合は苗述の持作順序を托対にすれば容易にわい

得るものである｡

以上の如し本法眉は簡痺な備品により容易確実に作業

が出来る新しいプざ法である｡

機に就い て

1こノけ_~｣~~
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第11図 特殊｢呂り金具使用状況説明図

Fig.11.Method of Using SpecialSling

第12図 バーレ/レ鉄骨及び特殊吊上搬送装置の工場

内仮組立状況

Fig.12.ShopAssembly of BarrelReinfor〔ilュg

Steels and Runner L出ing Device

第12図はバーレル鉄骨及び木製~躍の工場内板組立状況

を云Lたものて､発電機下部エンドブラケリ1､を取付け

たところ-~ノニふ)るu
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(3_)調l整 装 置

庄油袋帯方式ほ～トT式とL常f-Hホン7~は毒軌 駆動､

予備は小水軍駆動である二常用油圧は16･5～181噌/cmヱ

であり14･0～14･51くg/cが で予備ホンブが起動L､更

に12･5-13kg/cmヨに降下した吻合ほ水草を停止する｡

庄油槽容量は各機結を最低動作油圧で完全に僅作用来

るものである.==･油薗平均､皐気補給装摺付アンローダ､

継 器等1人制御方式に必要なものほ_仝部某備されてい

る)

調速機ほ日立VMS翌卜鋸号電動騨動式で､発電機頂

上に設備したアクチ.-しエーダ発電機によりスピーダ駆動

用電動機を廻す｡･サ←ポモータ部分は別に床面下の基礎

壁に据付けられ配管により配圧弁につながっている_il■†

転ほ電気式回転計により寵 盤に表示されるこ

水軍保護装置ほ万一の不測の事故に対し十分考慮され

ており､油圧降下､冷却水断水､軸受過熱等に対Lそれ

ぞれ継 器が動作Lて警報する二

次の場合には水軍が急停止する.こ

(A′)スピーダ駆動装･踏故障の場合

しB.)水草がオーバースピードした場合

水中が常連の130%以上に過通せる場合には遠心力闘

閉絡が動作し急停止するし

(二C:)軸受温度継

の場合~.)

誤動作の場合〔温度75⊂Cに上外

1しD二)4油圧開閉器動作町場合(油拝12.5厘/=nヒ
に

-櫓下〕

･(E二)急停止用引釦開閉器操作の場合

このように保護 置とLては万一一に備え万全の策が施

されたので常に安全に蓮

とが招来る.｡

(▲〕鉄 管 弁

され､安心して抹守に当るこ

⊥1,300¢電動摘作式蝶形弁を採柑L､水圧管路の速小に

設置され､入口弁をも兼ねている｡このため弁室は発電

所建家よりかなりはなれており､開閉操作ほ配電盤窒よ

り遠プ露襲作するので､信頼度高く動作確実なることが二変

来される｡ 動式蝶形弁は沼沢沼､天冷等各発

昔弁を製作納入し､

ているもである｡

弁体ほ銅

運転;

所用鉄

架よりその優秀作が確認され

妄製にして水平の弁軸部で上下に2つ割

リとなり､組立及び分解が容易に出来る｡弁は鋳鋼製で

外ノ耕こゴムリングが取付けられ､全閉時升体側に密着さ

せて水圧を完全に遮断し得る構造となっている.ノ

模作梢電動機はマグネりトプレ←キ什15!てW,9りり

r･pJ¶･でこれを二段のウオ･一ム.投びウオームホイールと

ーーー段のスパーギ1･一によF)回転を し､紆｣4.5milュで圭

閉甘び合開汁=:るようになっている 借精源の故悍時に

詳 論 第35巻 第9号

箭13図

Fjg.13.

､

､
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入口弁の工場内仮組立操作試 状況

Op2m†ing Test of M;IinⅤこ11ve at Shop
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範11図 空気弁構造断面図

Fig.14.SectionalView
of Air Valve

鵬えて･F動様作Ⅲ来るよう一別換クラリチ及び撲作ハンド

ルを有する･｡脇路弁径は6∩り¢で操作機構は-i-⊥弁同様電

動及び手動掩作である.ニ

管井関の順序ほ先づ の釦開閉㌫を人れゝば脇賂弁

動機が逆転して脇路弁を開き､二下問となれば制限開

閉脚こより自動的に電動機が停山する.･h7k庄鉄管が満7k

Lて~F流側水圧が0･71くg/cmコになれば水圧リレ←≠二よ

り上井用電動械を運軋L土弁が開き､全開となれば日動

的に停車すると共に稚電盤の賃令表義邦にランプ表示さ

ご
●

間接作の場合は先づ閉の釦朗閉端を人れゝば､-i二弁刷

電動機が渾転して辛弁せ閉じ合間すれば制限開閉掛こよ



中国電プJ作ノ〔会封卜納材 塚発電所来車及乙(発電機に硯二いて

り電動機が件【r二L､関門冶:冒こより脇路井川箱動機が運転

して晩賂弁を閉じる._仝閉すれば電動機ほ日軌｢付こ隆l†二

する.弁閉鎖する際の制限開閉皆;吉の位群が悪いと､弁及

び電動機に無理が集ずるおそれがあり､十分に☆すべき

卓:であるこ.

第13図は二山捌こ.作ナる仮紺二､1二柁作試験状況をホサ

(~5~)自動空気弁

l乱述の如く入口弁が水.虹鉄管の速小に設L;･;tされている

ため､充水及び噺7kに際し脊気を甘動的に排rL与及び導入

Lて水圧鉄管の付繹安1‡を･期するよう､l'1動本気弁を設

い)~てある./

享気弁は口径1,5(Jりmn-｣和銅製にて､水月三矧ノ｣の上`さ十i

を0･1l(g/c†nコとLて設計されたものである.その性脱

に就いてほ水力実験室に試験装て亡宝を新設L､賀落差を′ノ■･

動てえ

ロートの落下衝韓

､性能の優秀牲を確認すると共に､フ

験により此度的にも十分検討がなさ

れ､†誹ビ倭が高いものである.一 第11図は構造漸｢白iな示す

什¶【-､Ⅵ11千ず二票≒~~〒声=≠言二≒

■
匂
■
､
匂

■一句
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仁ⅤⅠ_⊆発 電 機

本発電機ほ低速のため径の大きな機械となり､傘型構

造を標目する上に圭聖想的なものである二 従って傘型機と

Lて極めて安定性がよく､取扱いも容易な機械であるの

みならず通風状態もJ`主好な温度!二伸の低い機械を製作L

指た次第である｡

(1)機器の仕様

発電機ノ之び附属機講話の仕様は次の通日である.

_∴:と流発電機

.2
台

‥.VEFK-RD

=

ノヨチ
l~已

電

(傘増閉鉾通風型炬転界雇式制動巻線付)

力………………J5.000lくVA

犀‥.
.1l,0(桐V

三太
《ノiL･

周 波 数.

:第16図

Fig.16.

…‥ 787A

.6り･二,

第15図

】5,nOOl(VA発電機断面図

Fig.15.

Section of15,000kVA

A】ternator

15,UUOl(lrA傘型交流発電機

15,0〔)01(VA tTmlっrellこIType

Alternat(1r
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三主

副

回 転 数･

力 率.

接 地 方 式.

ハズミ申効果.

励 磁 機

型 式.

150r.p.m.

.88%遅れ

.抵抗接地
1､〔)0()トmヱ

‥ VFBリーSp

(′_竪融開放型勉励式〕

~ル. ･130lこW

圧‥. ･･22∩Ⅴ

式‥‥

諷遠横川アクチュエータ発竜機

型 式.･･

Fl与 ノ｣.

‥
VBり-K

〔幣触開放型擾巻式ノ

.7.5lくW

.110V

1･rS(トR

(二永久磁石発 機-ノ

0.51くVA

(了2〕構 造

本機は傘型構造をLているため､推力軸受部は回転ナ

下部に設けられ､上部にほ軸受を有していないので､高

さが低く軽快な外観を十iをしている..ノ次lこその三卜襲部分の

構造を ベる

(こA二)固 定 子

固定子件ほ鋼板及び角鋼､丸錬閏汀)鋼材を虜気熔接lノ

て堅固な函状構造としたもので､楯 上3つ割とし､顔

丈なボルトによって組合セられている｡この外周にほ8

箇の通風孔が設けられており､四部よりの熱風ほこれか

ら吐出されて固定子件の外周をめぐる風道により室外に

排糾される｡ノ内仰胴こ積まれる鍬L､にほT級王~l三業鋼板を位

相し､且つこれを十分絶縁する事によって鉄損を極力減

少させて能率の向上及び温度の低減を計っている｡同定

子線輪は二層巻亀甲型であり､絶縁ほ素線､層聞､対地共

材質及び処理方法に惧電を期して線輪内に峯隙を作るお

それなく湿気の=入､熱こよる変形等に対しても絶対に

安全なように製作されている｡特に層閉経縁ほ強化して

あり､内雷､外雷等による脅威に対し､十分耐え得るよ

うになっている｡線輪の鉄心構Ⅰ畑こ入る部分にほコロナ

防止塗料を_塗って､コロナによる劣化を防いでいる｡結

線ほ二重足形で線路側3本､巾性点側6本の射j~1しを有

しi~†l性点側に於て層間矩

ようになっているし)

内対称の位置に12

れている｡

(′■B二)回†隼~

の差動継電器を使用する

線輪温度測定用埋込抵抗 子ほ線輪

筒所(内6筒所ほ一千簡肝)に挿入さ

界磁機は鉄心と端板より蛇っており､鉄心には積層鋼

第17図

Fig.17.

完 成 せ る 回 転 子

Completed Rotor

板を､端似こは鍛銅片を俊邦し､リベットで全体を血く

締付け-一体とLたものである･.界磁線輪は半角銅線を坪･

手了 し､段間にマイカぺ←パを挟んで積み委ね絶縁ワニ

スにより高温の下で生じ得る最大の遠L∵力以上の力で政

付けしたもので､長期間の運転にも弛緩変形す

る事のないようにしてある__磁極端部にほ銅棒を拝巨､た

抵抗制動巻線が収付けられて､安定度の増進､･異常電臼;

の抑制に寄与する構造とLてある｡磁棟をとりつける界

磁継 ほ積層式で 3･2Ⅱ-m鋼板を積んで形蚊したもの

栢鉄によって支持され主軸にとりつけられ

る〕この部分ほ機械構造上非常に竃要な部分であるの

で､磁気的要求を満たすは勿論､直結水坪の無拘壷速

に′於ける遠心力に対しても十分安全なる如く設計製作さ

れている｡主軸は鍛鋼 で~F端ほ7kヰ軸と■直結し､_!二端

は÷ト､副励磁磯､アクチJ.ユ←タ発電機をl自二結している｡

｢C〕推力軸受及び案内軸受

本機ほ傘型構造をしているので､軸受部ほ普通刊とは

=i桂木肌に異なi)､推力軸受が回転子の下部にあるノ推ノ｣

第18図

yig.18.

~下 部 ブ ラ ケ ツ ト

Lower End Bracket
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軸受は発電機回転子及び水軍回転部の全

る推力とを支持するもので軸受自身の1

量と7k圧によ

所水車及び発電機に就いて

造は普通刑の場

合と何等本質的に異ならずキングスベリr型である､.し

かし回転子の下部にあるため分解組立の点で異なってお

り､推力軸受を分解せずして回転子の分解が可能なるよ

うに軸端のカソブリングの径より軸受を大にLてある｡

又調整ボル1､の頭を油槽底面よ州一三して､外部より容易

にキングスを調整旧来るようになっている｡案内軸受は

推力軸受と同一油槽の中に納められておリセダノン1､式

軸受を採用している｡油槽内には銅管を汀h､た冷却蛇管

を設けてこれに冷却7lくを通して油を冷却し､別に油循註

袈置を必要としない｢.

〔:D〕そ の 他

上部及び下部ブラケソ1､は何れも熔接鋼板製である｡

上部は固定子枠上にのり､単に励磁機固定子を支え､且つ

風洞の支持枠となるに過ぎないので簡単な構造のもので

あるが､下部は仝推力を受ける 御非めた 牢な構造を

とり､運転時に於ても摸みが僅少で､振動等のおそれの

ない剛性を右L-ている｡庸71く申分解時を考慮して下部8

箇所にフックを吊下げられるようにしてあるし.ブレーキ

ほ油圧式で下部ブラケっトに取付けられ､継放下面に]衣

付けられたプレrキリングに対L制動作用を行う｡消火

共帯は手動玉水式でlモ 射出い.■
の両者せ併用し､消

1285

火を有効ならLめるようにL･てある｡水車アクチュニ⊂･--

タ駆動用反

久磁石式発

動機の 源には運転の確実性を期して永

磯を副励磁機軸上に宵結している｡

(3〕試 験

本棟は工場に於て仮組立の上各種の

その紆果

験を行ったが､

特性は勿論､能率その他保証 項はす

ベて優秀な.成績で満足された.⊃振動に関Lてほ､理想的

傘型機であるため安定度が良く､振動計及びオヅシロに

われぬ群僅少なものであったLつ

〔ⅤⅠⅠ〕結 言

以上今回設計製作せられた肌塚発電所14,5001くWフラ

ンシス水ヰ及び発電機の仕様構造に就いて述べた｡その

設計に当っては各種試験に依り､尖頭負荷発電所用とし

で一億時間を最大負

機の

のみに使用される本7k草及び発

秀性を確認すると共に､幾多の特異性を組込んで

建設費の低域､据付作業の簡易化､保守点検､分解修理

の容易確実化等に種々の努力が払われている｡現地に於

ける据付作 も順調に進行しており､完成後の〕畢転結果

を期待するものである｡

終りに本格質料を色々御援助下された｢い国電力株式会

社のプブ々に｢早く御礼を申上げ潤筆する-.

実用新案 第401956号

底流機のノ戒厳子ほ鉄心に線輪さ

直

があるため､ 起電庄

小にスロットリップルを生じ､整流作用を害し､補座下

に放ても補極磁克の揺れ及び脈動に起因して同様の障害

がある｡又電機子の 束磁洩漏 :の内で歯戒漏洩磁 は､補

極鉄心がある場合は､全漏洩磁粛こ対し相当大なる割合

頭萄を占めるので､このf すれば､整流小

の所謂リアクタンス電圧を減少することができ､整流状

態が改善されるこ.

ほこの点に鑑み図面に嘉すように､補適法心の~l-1iJ

面を覆い､両端を相隣る:モミ椒鉄心の電機子に対向する面

に跨って､制動板を取付i-ナたものである.｡この制動板は

銅板又は非磁性の低抵抗金属板より構成し､磁報の採れ

及び脈動に伴い制動板内に渦流を生じ､磁克の急激な変

化を防止する作問があるから､苗記スロソトリップルを

流 機

木 田 車

･請う†毒ミ号ノ｣

ー=lご
口

〒八倒

＼計

抑制し､ 銀歯又 磁曳 卿こ塞くリアクタンス電圧を低1碗

Lて整流状態を著しく改善することができる｡

〔_滑川二)
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